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研究成果の概要（和文）：　本研究では、宗教多元化への政策的対応と各国の宗教団体ごとの対応を調べた上で
諸宗教の共生の道筋を探り、東アジア地域の政治的安定や共生可能な市民社会形成のモデル作りに寄与すること
をめざし、日本･韓国･中国･台湾･香港･モンゴル・タイにおける宗教多元化状況とそれに対応した宗教政策の動
きを調査した。
　その結果、宗教統制国家である中国、公認宗教制のタイ、宗教自由市場が成立しキリスト教が優位の韓国・香
港、仏教が活性化している台湾・モンゴル、宗教の世俗化が著しい日本の宗教道と政教関係についてまとめ、櫻
井義秀編『中国の宗教変動　アジアのキリスト教』北海道大学出版会、A5判全453頁を刊行した。

研究成果の概要（英文）：　　This study aims to consider how religions coexist and engage in forming 
political security and civil society in Asia, conducting the research of government’s and 
religions’ response toward religious diversity. More specifically, we focused on the policy making 
on religious diversity in Japan, Korea, China, Taiwan, Hong Kong, Mongolia, and Thailand. 
　　Finally we published the book, Yoshihide Sakurai eds., Religious Change in China and 
Christianity in Asia, Hokkaido University Press, 2017 453 pages in total, in which we recognize the 
diversity of policy to religions: rigid controlled religions in China, authorized religions in 
Thailand, established free religious market with strong Christianity in Korea and Hong Kong, 
Buddhist restoration in Taiwan and Mongolia, and depopulation and secularization in Japanese 
religions.  

研究分野： 宗教社会学　アジア宗教文化論

キーワード： 宗教多元主義　宗教政策　東アジア　比較社会学　宗教復興　キリスト教　仏教　中国

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
 
 越境する宗教文化や国内の宗教文化の動
きは欧米社会に宗教多元化状況をもたらし
たが、それに対処する政教関係の構築には市
民の宗教意識とナショナリズム、共生の作法
を探る市民運動や国家のガバナンスが関係
する。現代の東アジアにおいてもこのような
課題が生じている。近年、宗教多元主義を具
体的な宗教政策や市民社会の意識形成に関
わらせる研究が国際的な宗教社会学のテー
マである。 
 
２．研究の目的 
 
 宗教多元化への政策的対応と各国の宗教
団体ごとの対応を調べた上で諸宗教の共生
の道筋を探り、東アジア地域の政治的安定や
共生可能な市民社会形成のモデル作りに寄
与することが本研究の遠大な目標として掲
げた。具体的には、2010-12 年度に実施した
ポストグローバル時代に入った東アジアの
宗教文化変動の実態調査を踏まえて、①日
本･韓国･中国･台湾･香港･モンゴルの宗教多
元化状況とそれに対応した宗教政策（非介入
の政策含む）の動きを調査し、東南アジアの
タイとも対照させながら地域的特質を明ら
かにする。さらに、②多文化の共生を保障す
る法制度と政教関係の構築過程を市民社会
形成に位置づけて、宗教多元主義の問題を民
主化や地政学的安定化の問題解決に接続す
ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
 東アジアの諸国（日本・韓国・中国・台湾・
香港・モンゴル・タイ）を調査対象地と定め、
現地の大学･研究機関・協力研究者と共同で
調査を実施する。 
 調査項目は下記の通り。 
（1）東アジア社会における社会階層の変動
と宗教に関して①東アジア的階層概念の工
夫し、②東アジア特有の階層連関を考察、そ
して③6 カ国の階層変動と宗教変動との相関
を傍証する資料や事例の調査、及び 5カ国共
通の質問紙による質問紙調査を行い、比較研
究を行う。 
（2）東アジア社会における政教関係と宗教
政策に関して④7 ヶ国の政教関係の歴史的考
察と現状把握、宗教活動の政治的機会構造の
検し、⑤宗教団体が自主的に行う社会事業と
政府が宗教団体に期待する社会貢献の比較
し、⑥トランスナショナルな宗教への対応を
法的枠組みと統制事例から検討する。 
（3）宗教多元主義への包括的対応に関して、
⑦エスニック集団や宗教運動間における共
生の論理と作法、⑧宗教団体の多元主義的要
求への政策的対応、⑨宗教統制国家と政教分
離型リベラリズムの国家間の調整論理と施
策を検討する。 

４．研究成果 
 
 研究代表者・分担者はそれぞれのテーマで
個別研究を行い、成果発表等を行ったが、こ
こでは全体の研究打ち合わせ・調査・国際ワ
ークショップ・研究成果刊行のみ記載する。 
（1）2013 年度の研究成果は次の通り。 
 研究打ち合わせと成果発表を兼ねて下記
の4つの国際ワークショップや国際学会にお
いて集会とテーマセッションを持った。①国
際宗教社会学会のフィンランド、トゥルク大
会における「アジアの宗教多元化と政教関係
への視点」、②台湾中央研究院を訪問し、北
海道大学のメンバーと「21世紀の宗教運動」、
③ソウル大学と北海道大学の合同セミナー
において「日本社会の個人化と寺院仏教」、
④香港アジア社会学研究学会大会において
「東アジアにおける近代と比較宗教社会学
的課題」と題するテーマセッションの開催に
よって、当該地域の研究者と科研メンバーに
よる学術交流と現時点における研究成果発
表を行った。 
（2）2014 年度の研究成果は次の通り。 
 本年度の顕著な研究成果は、櫻井義秀・外
川昌彦・矢野秀武編、2015、『アジアの者会
参加仏教―政教関係の視座から』北海道大学
出版会、A5 判全 437 頁、を刊行したことであ
る。同書は、「宗教と社会」学会創立 20 周年
記念企画テーマセッションから生まれたも
のであるが、本計画の基本的なテーマに沿っ
た論文を収録することができた。その他、研
究代表者・分担者友に国内外で研究発表を行
い、日中社会学会においては香港アジア社会
研究会との共同で中国宗教研究のセッショ
ンを開催した。 
（3）2015 年度の研究成果は次の通り。 
 最終年度は研究成果発表と各人の調査研
究の取りまとめを併行して行った。全体的な
成果発表として、まず、前年度刊行した書籍
の書評セッションを宗教の社会貢献研究会
で行い、書評論文とリプライを『宗教の社会
貢献』5－2：101－151 におさめた。また、7
月にルーヴァン大学で開催された国際宗教
社 会 学 会 に お い て 海 外 共 同 研 究 者 の
Wei-hsian Chi 台湾中央研究院上級研究院と
東アジアの社会参加型宗教についてテーマ
セッションを持ち、翌年 3月に北海道大学に
おいて開催の国際ワークショップ「東アジア
における宗教的多様性と政教関係」を開催し、
台湾 2名、オーストラリア 1名、国内 3名か
ら研究発表を得て討議を行った。 
（4）2016 年度の研究成果は次の通り。 
 2017 年 3月に、櫻井義秀編『中国の宗教変
動 アジアのキリスト教』北海道大学出版会、
A5 判全 453 頁を刊行した。この年度は、本書
籍の編集に専念した。 
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